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平成 6 年 12 月号に登場！

この表紙を撮っていただいた時は、川俣町

フェンシング大会の参加人数も一桁しかい

ないフェンシングが知られていない時

でした。しかし、今では全国どこからでも参

加できる大会となり参加人数も 100 名を超

える大きな大会になりました。フェンシン

グを続けてこれた理由の 1 つに頑張って結

果を出せば広報かわまたなどのメディアな

どに取り上げてもらえるということがあり、

当時、モチベーションにも繋がっていました。

広報紙では、フェンシングに限らず頑張っている

子どもたちを取り上げてもらいたいと思います。

広報かわまたは
頑張る気持ちに繋がる

　広報かわまたを担当した中
で全国広報紙コンクールで賞
を受賞したことが一番思い出
に残っています。広報紙は「取
材」「写真撮影」「デザイン」
などあらゆるスキルが必要で
す。それらを学びながら、町
の情報を届けられることはと
てもやりがいがあり、かけが

とてもやりがいがあり楽しい日々でした

平成 29 年 5 月号から平成 30 年 4 月号までの 1 年間「広報かわまた」を担当し、

現在、東京都を中心に映像監督として全国各地で活躍の幅を広げる。

えのない楽しい日々でした。
今は、広報担当時に経験し、
取得したクリエイティブな知
識やスキルを活かし、映像監
督として働いています。伝え
る手段が紙媒体から映像媒体
に姿を変えたいま、川俣町の
魅力をもう一度表現したいと
思っています。
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偉さん 安田 汰
たいせい

聖 さん

現在、中学 2 年生になり写真を

撮っていただいた野球部に所

属しています。写真を撮って

いただいた「ちゃばたけ」では、特に夏

休みに流しそうめんや虫取りをした思い

出があります。

当時、よく遊びにいっていた「ちゃ

ばたけ」は、中学生になった今、

イベントなどがあるとお手伝いと

して当時の自分くらいの子どもたちのお

世話をする場所になっています。
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災害に関する最新情報をホームページで発信中！

QRコードはこちらから

　今年も、宿題にプール、友達との遊
びに夏祭りと、忙しい毎日を過ごした
子どもたちの夏休みは、あっという間
に過ぎていきました。子どもたちは、
いつもの生活とは少し違う日々を満喫
して、たくさんの思い出をつくったよ
うです。どんなに高価なものよりも、
大好きな友達と虫取りをしたり、ふざ
けたりした思い出が、子どもたちに
とっては大切な宝物になるのだと思い
ます。川俣町の子どもたちには、これ
からも純粋に、そして元気いっぱいに
育っていってほしいものです。
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思い出が宝物。
  あっという間の夏休み

平成 28 年 9 月号に登場！ 中学生になった今でも
当時のように仲良しです

汰聖さん

葵偉さん
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平成 24 年 8 月号に登場！

昭和 59 年、まだ養蚕が盛んだった頃、桑畑

を更地にしてチェリートマトの栽培を始め

ました。当時町内でチェリートマトを栽培

してる人はいませんでしたが、町や農協の関係者

と話し合いながら進めていきました。それから 4

年後の昭和 63 年、チェリートマトを出荷する人

が大幅に増え、町内で 70・80 人は生産者がいた

と記憶しています。主な出荷先は東京や神奈川で

売上は約 2 億ほどになり町の一大産業になってい

ました。広報紙では毎月様々情報が幅広く掲載されて

いて楽しみです。高齢者も増加しているので文字も大

きく写真も多いと読みやすくて嬉しいです。

すみよし保育園に通っていた娘が広報

紙に掲載されると聞いてとても喜ん

だことを覚えています。驚いたのは

いつも家では泣いてお母さんっ子だった優芽

花が満面の笑みで写真を撮られていたこと

です。東日本大震災からまだ１年ほどしか

経っていなくて不安だった中でこの笑顔に

気持ちを救われたことを覚えています。

この時の記憶はありませんが、当時の

担当の方に自然な笑顔を引き出して

もらったんだと思いました。

　かわいく撮ってね！

 こ
どもたちは辛口写真の先生

広
報毎月 1 日発行

川俣町役場
福島県伊達郡川俣町字五百田 30
Tel (024)566-2111 ㈹
http://www.town.kawamata.lg.jp/
E-mail/soumu@town.kawamata.lg.jp
町長直通 Fax 566-5700

みどりの中に光る
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か
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災害に関する最新情報をホームページで発信中！

QRコードはこちらから

取材先で子どもたちにカメラを向けると、多く
の子どもたちが「撮って、撮って！」と押し寄
せてきます。それから、カメラの裏側に付いて
いるモニターを「ねぇ、見せて、見せて」と写
り具合をチェック。「かわいく写ってるね」と
言われる時と、「もう一回撮って」と言われる
時がありますが、もう一回と言われると出来栄
えが悪かったの？と、ちょっと反省…。
これからもかわいい笑顔やあふれるパワーを、
多くの皆さんに伝えられるよう、子どもたちと
一緒にお届けしていきます。
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放射線教育…………………………… 10‐11
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すみよし保育園 はと組のゆめかちゃん「かわいく撮るよー！」

昭和 63 年 1 月号に登場！

昭和 63 年 9 月号に登場！

娘の笑顔が不安な気持ちから

懐かしい記憶を

今の子どもたちにも

救ってくれました

よみがえらせてくれる

絹のまちを知ってほしい
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かおりさん

優芽花さん

当時、高機を動かせる人がほとんどいなく、

織物展示館の指導員として採用されまし

た。そんなこともありおりもの展示館

がオープンした時の表紙として掲載していただ

いたんだと思います。それから令和 4 年までの

約 30 年間、おりもの展示館やからりこ館で展

示の説明や織物体験の指導員をとして勤めまし

た。広報かわまたでは「かわまた美より」のコー

ナーで町内の方が様々な活動や経験をしているこ

とが分かるので毎月楽しみにしています。今後今の子

どもたちが川俣町を支えてきた絹織物や養蚕について

学べるような記事があったらいいなと思います。

かわまた 2024-97




